
地
方
創
生
の
切
り
札
の
ひ
と
つ

「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
わ

が
国
の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
地
方
創
生
」

へ
の
切
り
札
と
し
て
、
国
を
挙
げ
て
、

観
光
を
わ
が
国
の
基
幹
産
業
へ
と
成
長

さ
せ
、「
観
光
先
進
国
」
に
な
る
と
い

う
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
政
府
は
「
明
日
の
日
本
を
支

え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
次
の
三
つ
の

視
点
で
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

視
点
１　

観
光
資
源
の
魅
力
を
極
め
、

地
方
創
生
の
礎
に

視
点
２　

観
光
産
業
を
革
新
し
、
国
際

競
争
力
を
高
め
、わ
が
国
の
基
幹
産
業
に

視
点
３　

す
べ
て
の
旅
行
者
が
、
ス
ト

レ
ス
な
く
快
適
に
観
光
を
満
喫
で
き
る

環
境
に

　

視
点
２
の
具
体
策
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
い
る
の
が
、「
世
界
水
準
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
形
成
・
育
成
」
で
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
「D

estination 
M
an
ag
em
en
t/M

ark
etin

g 
O
rganization

」
の
略
称
で
す
。

　

欧
米
の
観
光
先
進
諸
国
で
は
、
こ
の

組
織
が
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
品
質
管
理
や
資
源
管
理

な
ど
、
地
域
に
お
け
る
観
光
振
興
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
も
、
観
光
と
地
域
づ
く
り

を
一
体
化
し
て
進
め
る
新
た
な
組
織
で

あ
る
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
が
国
内
各
地

で
組
織
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
「
地
域

の
『
稼
ぐ
力
』
を
引
き
出
す
と
と
も
に

地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る

『
観
光
地
経
営
』
の
視
点
に
立
っ
た
観

光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
し
て
、

多
様
な
関
係
者
と
協
同
し
な
が
ら
、
明

確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
観
光
地

域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
戦
略
を
着
実
に

実
施
す
る
た
め
の
調
整
機
能
を
備
え
た

法
人
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
取
り
組
み

　

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
は
、
地
域
の
官
民
の
関
係
者

と
の
効
果
的
な
役
割
分
担
を
し
た
う
え

で
、
た
と
え
ば
、
着
地
型
旅
行
商
品
の

造
成･

販
売
や
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

業
務
の
実
施
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
観
光
地
域
づ
く

り
の
一
主
体
と
し
て
個
別
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す

　

政
府
は
、
地
方
公
共
団
体
、
観
光
関

連
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
多

様
な
関
係
者
、
地
域
住
民
と
が
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
全
国
各
地
域
に
お
い

て
、
世
界
的
水
準
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
２
０
２

０
年
ま
で
に
、
全
国
で
１
０
０
形
成
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

日本版DMOによる
観光地域づくりについて

　京都府で「海の京都DMO（一般
社団法人京都府北部地域連携都市圏
振興社）」が設立されました。京都府
と北部７市町で、地域主導によるブラ
ンド観光圏を形成することを目的として
います。
　政府は地域活性化のため「日本版
DMO」の形成による観光地域づくり
を推進しています。本稿ではDMOの
概要と求められる役割等についてご紹
介します。

写真提供：公益社団法人京都府観光連盟（右下写真）



日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人

登
録
制
度
に
つ
い
て

　

現
在
、
観
光
庁
を
登
録
主
体
と
し
て

「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
登
録
制
度
」

が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
候
補
と
な
り
う
る
法
人

を
登
録
し
、
登
録
を
行
っ
た
法
人
お
よ

び
こ
れ
と
連
携
し
て
事
業
を
行
う
関
係

団
体
に
対
し
て
、
関
係
省
庁
が
連
携
し

て
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
各
地
に
お
け

る
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
形
成
・
確
立
を
強

力
に
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

登
録
の
枠
組
み
は
、

①
登
録
対
象
：
地
方
公
共
団
体
と
連
携

し
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
担
う
法
人

②
登
録
の
区
分
：
そ
の
役
割
・
目
的
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
に
応
じ
て
、
広
域
的

な
エ
リ
ア
か
ら
小
規
模
エ
リ
ア
ま
で
、

現
在
、
区
分
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

•

広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ　

複
数
の
都
道
府

県
に
ま
た
が
る
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
レ
ベ

ル
の
区
域
を
一
体
と
し
た
地
域
で
観

光
地
域
づ
く
り
を
行
う
組
織

•

地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ　

複
数
の
地
方
公

共
団
体
に
ま
た
が
る
区
域
を
一
体
と

し
た
地
域
で
観
光
地
域
づ
く
り
を
行

う
組
織

•
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ　

原
則
と
し
て
、
基
礎

自
治
体
で
あ
る
単
独
市
町
村
の
区
域

を
一
体
と
し
た
地
域
で
観
光
地
域
づ

く
り
を
行
う
組
織

③
登
録
主
体
：
国

④
支
援
制
度
：
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
の
新
型
交
付
金
に
よ
る
支
援

の
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
に
加
え
、
観

光
庁
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
で
構

成
さ
れ
る
関
係
省
庁
連
携
支
援
チ
ー
ム

を
通
じ
て
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人

登
録
の
５
つ
の
要
件

　

候
補
法
人
と
し
て
登
録
さ
れ
る
に
は

以
下
の
五
つ
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

①
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
と
し
て
観
光

地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の

多
様
な
関
係
者
の
合
意
形
成　

②
各
種
デ
ー
タ
等
の
継
続
的
な
収
集
・

分
析
、
デ
ー
タ
等
に
基
づ
く
明
確
な
コ

ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
戦
略
（
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
）
の
策
定
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要

業
績
評
価
指
標
）
の
設
定
・
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
確
立

③
関
係
者
が
実
施
す
る
観
光
関
連
事
業

と
戦
略
の
整
合
性
に
関
す
る
調
整
・
仕
組

み
作
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

④
法
人
組
織
の
構
築
・
専
門

人
材
の
確
保

⑤
自
律
的
・
継
続
的
に
活
動

す
る
た
め
の
安
定
的
な
運
営

資
金
の
確
保
で
あ
り
、
平
成

28
年
８
月
31
日
現
在
、
要
件

を
満
た
し
た
１
０
１
団
体
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
域
観
光
推
進
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
成
功
モ
デ
ル
―

ド
イ
ツ
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

街
道
協
議
会

　

海
外
の
広
域
観
光
推
進
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
成
功
モ
デ
ル
と
し

て
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
ド
イ

ツ
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
協

議
会
が
あ
り
ま
す
。
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
街
道
は
マ
イ
ン
川
か

ら
ア
ル
プ
ス
を
結
ぶ
ド
イ
ツ

で
最
も
有
名
で
人
気
の
高
い

観
光
ル
ー
ト
の
ひ
と
つ
で
、

自
然
・
文
化
・
お
も
て
な
し

の
三
つ
を
１
９
５
０
年
の
街

道
創
立
以
来
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
し

て
い
ま
す
。

　

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
と
い
う
名
称
は
、

内
外
の
旅
行
者
が
中
世
の
町
や
メ
ル
ヘ

ン
の
城
ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

を
見
て
感
じ
た
も
の
を
表
現
し
て
い
ま

す
。
観
光
ル
ー
ト
に
は
、
旅
す
る
交
通

出所：観光白書

日本版DMO候補登録一覧
申請区分 候補法人数 主な法人名称 対象区域

広域連携DＭO 4 （一財）大阪湾ベイエリア開発推進機構 福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、徳島県

地域連携DMO 45

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社
（通称：海の京都DMO）

【京都府】福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、  
京丹後市、伊根町、与謝野町

（一社）森の京都振興社〈仮称〉［設立予定］ 【京都府】福知山市、綾部市、亀岡市、南丹市、
京丹波町

（一社）お茶の京都振興社〈仮称〉［設立予定］
【京都府】宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、
木津川市、久御山町、井手町、宇治田原町、
笠置町、和束町、精華町、南山城村

（公社）びわこビジターズビューロー 滋賀県

（一社）近江ツーリズムボード 【滋賀県】彦根市、近江八幡市、米原市、
愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町

（公財）大阪観光局 大阪府
（一社）〈仮称〉東大阪観光まちづくり推進機構
［設立予定］ 【大阪府】東大阪市　【和歌山県】橋本市

（一社）豊岡DMO〈仮称〉［設立予定］ 【兵庫県】豊岡市　【京都府 】京丹後市
（一財）奈良県ビジターズビューロー 奈良県

地域DMO 52
（公社）京都市観光協会 【京都府 】京都市
（一社）南丹市美山観光まちづくり協会［設立予定］【京都府 】南丹市
（一財）神戸国際観光コンベンション協会 【兵庫県】神戸市

資料：観光庁観光地域振興部観光地域振興課「日本版候補法人登録一覧（平成２８年８月３１日現在）」を基に当研究所作成



手
段
別
に
三
つ
の
標
識
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

①
茶
色
の
標
識
：
車
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
、
あ
る
い
は
オ
ー
ト
バ
イ
で
旅
行

す
る
場
合
。

②
緑
の
標
識
：
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
は
安

全
の
た
め
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
か
ら
フ
ュ
ッ

セ
ン
ま
で
４
４
０
㎞
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

街
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

③
青
色
の
標
識
：
長
距
離
ハ
イ
キ
ン
グ

ル
ー
ト
の
標
識
で
、
夢
の
よ
う
な
美
し

い
景
色
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
町
を
通
る

５
０
０
㎞
弱
の
ル
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
広
域
の
観
光
ル
ー
ト

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
自
体
驚
き
で
す
が
、

こ
の
ル
ー
ト
を
旅
す
る
人
等
に
向
け
た

同
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
機
能
が

秀
逸
で
す
。
旅
行
者
が
知
り
た
い
情
報

が
満
載
で
あ
る
点
は
、
珍
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
同
様
に
、
歴
史
、
地
図
、
旅
行
、
芸

術
、
文
化
、
美
食
、
バ
ス
、
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
、
ホ
テ
ル
等
に
つ
い
て
の
具

体
的
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
の
優
れ
て
い
る
点
は
、
こ

れ
ら
の
情
報
を
見
て
、
い
い
な
、
行
き

た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、
そ
の
場
で
各

種
の
予
約
が
で
き
て
し
ま
う
点
で
す
。

も
ち
ろ
ん
日
本
か
ら
も
、
日
本
語
の
申

込
書
で
予
約
が
可
能
で
す
。
先
述
の
緑

の
標
識
に
沿
っ
て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
を
旅
す
る
場
合

自
転
車
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
ど
う
す
る
か
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
と
、
荷
物
の
託
送
サ
ー
ビ
ス
の

申
し
込
み
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
き

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
言
語
も

日
本
語
も
含
む
７
か
国
語
に
対
応
し
て

い
る
、
旅
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
の
で
す
。

　

そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
街
道

沿
い
旅
行
関
係
事
業
者
と
同
協
議
会
の

協
力
体
制
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
海
の
京
都
観
光
推
進
協
議
会
」

の
取
り
組
み

　

日
本
で
も
、
こ
の
よ
う
に
広
域
の
観

光
地
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
た
事
例

が
あ
り
ま
す
。
先
般
、
京
都
府
北
部
で

市
町
の
観
光
協
会
な
ど
が
参
加
し
、
一

般
社
団
法
人
「
京
都
府
北
部
地
域
連
携

都
市
圏
振
興
社
」（
通
称
・
海
の
京
都

Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
が
設
立
さ
れ
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
候
補
法
人
登
録
制
度
に
つ
い
て
登
録

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
前
身
と
な
っ
た

組
織
が
「
海
の
京
都
観
光
推
進
協
議

会
」
で
す
。
京
都
府
と
同
協
議
会
は
こ

れ
ま
で
、
地
元
市
町
や
観
光
団
体
、
民

間
事
業
者
等
と
連
携
し
、「
海
の
京
都
」

と
い
う
統
一
テ
ー
マ
の
も
と
京
都
府
北

部
地
域
で
の
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
協

議
会
が
国
に
申
請
し
た
「
海
の
京
都
観

光
圏
」
整
備
実
施
計
画
が
、
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
７
月
18
日（
土
）か
ら
11
月
15

日（
日
）ま
で
の
期
間
、
海
の
京
都
観
光

圏
で
開
催
す
る
滞
在
交
流
コ
ン
テ
ン
ツ
の

博
覧
会
「
海
の
京
都
博
〜
さ
あ
、
知
と

遊
の
冒
険
へ
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

府
北
部
７
市
町
に
お
い
て
、
地
域
全

体
の
力
を
結
集
し
、
歴
史
・
文
化
、
海

の
魅
力
、
ま
ち
の
魅
力
、
農
林
水
産
物

等
の
自
然
の
恵
み
な
ど
を
旅
の
楽
し
み

と
し
て
全
国
に
発
信
す
る
博
覧
会
で
す
。

歴
史
・
文
化
を
体
感
す
る
コ
ン
セ
プ
ト

ツ
ア
ー
や
ま
ち
の
魅
力
を
味
わ
う
イ
ベ

ン
ト
、
お
祭
、
豊
富
な
食
な
ど
、
多
彩

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
集
め
て
全
域
で
開
催

さ
れ
、
訪
れ
た
人
に
、
豊
か
な
自
然
や

暮
ら
し
、
歴
史
・
文
化
、
産
業
な
ど
の

海
の
京
都
の
魅
力
を
思
う
存
分
味
わ
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域
の
人
と
ふ

れ
あ
い
、
ひ
と
の
笑
顔
が
咲
き
誇
り
、

ま
た
来
た
い
、
と
思
え
る
感
動
と
喜
び

を
生
み
だ
し
て
、
将
来
に
わ
た
る
交
流

人
口
の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化
に
結
び

つ
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

七
つ
の
市
町
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
期
間
中
切
れ

目
な
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
海

の
京
都
の
各
地
域
の
独
自
性
を
体
感
し

て
も
ら
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ア
ー
（
コ
ン

セ
プ
ト
ツ
ア
ー
）
を
催
行
す
る
と
と
も

出所：ロマンチック街道協議会ホームページ

海の京都博イベント時に宮津港に
寄港したクルーズ船

海の京都ＤＭＯが作成した「2016秋・冬 海の京都体験手帖」



に
、
周
遊
型
滞
在
型
観
光
に
つ
な
げ
る

企
画
切
符
も
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
経
て
、
今
回

設
立
さ
れ
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、 

京
都
府
北
部

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
観
光
地
域
づ
く
り
に

向
け
、「
海
の
京
都
」
の
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
を
牽
引
す
る
役
割
を
担
う
も
の

で
す
。

「
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」の
特
徴

　

こ
の
「
海
の
京
都
」
の
持
続
的
展
開

を
担
う
組
織
、「
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

の
特
徴
は
次
の
３
点
で
す
。

①「
海
の
京
都
観
光
圏
」
の
市
町
・
地

域
が
総
力
を
結
集
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

•

今
ま
で
別
個
だ
っ
た
各
市
町
の
観
光

協
会
が
統
合
参
加
す
る
こ
と
で
、
北

部
地
域
全
体
の
統
一
的
・
総
合
的
な

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
迅
速
に
展
開
。

•

各
市
町
の
観
光
協
会
が
、
市
町
を
越

え
て
圏
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
統
合
参
加

し
、一
体
化
す
る
取
組
み
は
全
国
初
。

②
民
間
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
、
観
光

地
経
営
・
観
光
地
域
づ
く
り

•

外
部
民
間
人
材
（
京
都
銀
行
・
Ｊ
Ｔ

Ｂ
西
日
本
等
）
を
招
聘
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
的
手
法
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
着
地
型
旅
行
商
品
・
地
元
産
品
の

開
発
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
人

材
育
成
等
を
実
施

•

全
地
域
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ（Custom

er 
Satisfaction

：
顧
客
満
足
）
管
理

を
行
い
、
海
の
京
都
全
体
で
地
域
格

差
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
・

底
上
げ
に
取
り
組
む
。

③
広
域
旅
行
商
品
等
の
開
発
・
販
売
等

サ
ー
ビ
ス
に
多
様
化

•

今
ま
で
近
隣
市
町
限
定
・
当
該
市
町

限
定
の
旅
行
商
品
し
か
扱
え
な
か
っ

た
観
光
協
会
で
も
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
、
第

二
種
旅
行
業
登
録
す
る
こ
と
で
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
各
地
域
本
部
と
し
て
広
域
的

な
旅
行
商
品
を
扱
え
る
よ
う
に
な
る

等
、
提
供
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が

多
様
化
・
拡
充
す
る
、
と
い
う
も
の

で
す
。
複
数
の
観
光
協
会
が
自
治
体

の
枠
を
超
え
て
一
体
化
し
た
組
織
を

つ
く
る
と
い
う
の
は
前
例
が
な
い
取

り
組
み
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

動
き
出
し
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　
「
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
ほ
か
、
京

都
府
内
で
は
、
平
成
28
年
度
通
年
で
開

催
さ
れ
て
い
る
「
森
の
京
都
博
」
の
実

行
委
員
会
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
合
意
形
成
の
母

体
と
し
た
、「
森
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
や
、

お
茶
の
京
都
観
光
協
議
会
を
設
立
母
体

と
し
た
「
お
茶
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」、
設

立
か
ら
50
年
以
上
に
わ
た
り
、
京
都
地

域
の
観
光
振
興
を
目
的
に
各
種
事
業
を

展
開
し
て
き
た
「
公
益
社
団
法
人
京
都

市
観
光
協
会
」
等
が
候
補
法
人
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ

れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
で
そ
の
機
能
・
役
割

を
発
揮
し
、
各
エ
リ
ア
へ
新
た
な
観
光

客
の
流
れ
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
各

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
互
い
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ

る
相
乗
効
果
に
も
大
き
な
期
待
が
も
た

れ
ま
す
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

調
査
部
長　

楢
舘
孝
寿
）

主な日本版DMO候補法人の概要

候補法人の名称
（一社）京都府北部地域
連携都市圏振興社
通称：海の京都DMO

（一社）森の京都振興社
通称：森の京都DMO

（一社）お茶の京都振興社
通称：お茶の京都DMO （公社）京都市観光協会

申請区分 地域連携DMO 地域連携DMO 地域連携DMO 地域DMO
職員数 ８０人（地域本部含む） ４人 検討中 ６２人

官民・産業間・
地域間との持
続可能な連携
を図るための
合意形成の
仕組み
（抜粋）

海の京都観光推進協議会事務局と京都府
や各市町や地域各市町観光協会の水平統
合により、強固な連携組織として、新たな
海の京都DMOを設立。各協会はDMOの
地域本部とし、各地域の観光地域づくりや
海の京都観光圏の取組を一体的に展開す
る。

森の京都博の実施主体である森の京都博
実行委員会は、当エリアで活発に活動する
各種団体が参画しており、この実行委員会
をDMOの合意形成の母体とする。新たに
設立する森のDMOは、各地域の観光地域
づくりや農村都市交流、農産物等の特産品
のブランド化などの取組を一体的に展開し、
地域の稼ぐ力を創出する地域商社的な役割
を担わせるものとする。

お茶の京都観光協議会を設立母体として、
茶業会議所、JA京都やましろ等をはじめ商
工会、公共交通機関等の参加を得て、新
たなお茶の京都DMOを設立。各地域の観
光地域づくりや宇治茶のプレミアムブランド
化、農産物等の特産品のブランド化などの
取組を一体的に展開し、地域の稼ぐ力を創
出する地域商社的なDMOとする。

今後、有識者からの意見聴取等を踏まえあ
り方検討。

法人の
これまでの
活動実績

DMOの母体となる海の京都観光推進協議
会は、平成２６年７月には近畿で初の観光圏
に認定され、地域のプロモーション、観光
地域づくり等を行う。

なし

HP等の情報発信、観光用のバス運行等 設立から５０年以上にわたり、京都地域の観
光振興を目的に各種事業を展開。平成２４
年から公益社団法人に移行。現会員数　
１，３８６会員。公益目的事業比率　８１．９％
（２７年度決算）

各種データ等
の継続的な
収集・分析

来訪者満足度の調査・把握、再来訪意向
調査、高速道路ICでの出車数、人口動態
傾向の把握、来訪者アンケート調査・サー
ビス水準の把握、圏域内公共交通の利便
性の把握、大手旅行会社の商品造成状況
の把握

来訪者満足度の調査・把握、再来訪意向
調査、高速道路ICでの出車数、人口動態
傾向の把握、来訪者アンケート調査、圏域
内公共交通の利便性の把握、大手旅行会
社の商品造成状況の把握

来訪者満足度の調査・把握、再来訪意向
調査、高速道路ICでの出車数、人口動態
傾向の把握、圏域内公共交通の利便性の
把握、大手旅行会社の商品造成状況の把
握

観光客数、宿泊客数、外国人宿泊客数、
修学旅行生数等の基礎データ、観光消費
額（日本人、外国人）、満足度、残念度、
感動度、再来訪意向、紹介意向、京都の
おもてなし度、観光客の属性、訪問動機、
訪問地、土産品、文化体験等、主要ホテ
ル宿泊状況調査、観光客の域内行動デー
タ、観光庁データ

ターゲット層

○京阪神・中京圏・首都圏、特に京都市
への観光客やクルーズ船の乗客の取込み
○欧米、台湾、香港（繁体字圏域）、韓
国を中心としたアジア地域

○京阪神・中京圏・首都圏、特に京都市
への観光客
○欧米、台湾、香港（繁体字圏域）、韓
国を中心としたアジア地域

○京都市への観光客
○日本文化に興味のある欧米の富裕層及
び国内の富裕層
○香港、台湾、中国を中心としたアジア系
の訪日リピーター

○国内５０代、６０代の女性を中心としたヘ
ビーリピーター層
○２０台～３０代及び同年代のファミリー層
○欧米及びオーストラリア
○台湾、中国、韓国、香港

コンセプト

「天地山海にいきづく和の源流」
～海の京都～

観光地域づくりの中核組織、地域商社 お茶の京都の大交流圏の創出
お茶の文化・魅力を発信する交流エリアの
創出、ネットワーク化

世界があこがれる観光都市へ　思いやりの
心を大切に多彩な文化を磨き上げ、千年を
超えて多くのお客様をお迎えしてきた。この
強みをいかして、多くの人々に「あこがれ」
を持っていただけるまちづくりを進める。

必須KPI
（目標）以外
の目標

入込客数、外国人宿泊者数、着地型旅行
商品・広域滞在プログラム造成数、広域滞
在プログラム参加者数、観光ガイド育成人
数、通訳案内の育成、農家・漁家民宿数

外国人宿泊者数 観光入込客数、外国人宿泊者、農産物直
売所販売額、宇治茶販売額、宿泊施設の
稼働率、ワンストップ窓口での宿泊予約数、
メディア掲載回数、宿泊施設誘致

再来訪意向・紹介意向、外国人宿泊客数、
宿泊客比率

資料：観光庁ホームページ「日本版DMO候補法人の登録一覧」「登録された候補法人の形成・確立計画」を基に当研究所作成


